
 

 

 

 

３月１日（水）、卒業式が本校体育館で行われました。学

校長の式辞では、大切にしてほしい３つのこととして、「健

康」「言葉」「思いやり」について話がありました。卒業生代

表として普通科青山桜さんが、３年間の思い出と感謝の想い

を答辞で述べました。コロナでいろ

いろな制限がかかった３年間でした

が、自分たちなりに工夫して成長で

きたことを伝えてくれました。 

また、charm mates の方々が坂下

駅に素敵なお祝いメッセージを掲示して

くださり、卒業に華を添えてくださいまし

た。坂下高校の Instagram にも様子を上げ

ておりますので、ぜひご覧ください。 

 

２月 24 日（金）、継承・感謝の会を実施しました。この会

は「３年生は１、２年生に自分達が大切にしてきた想いを語

り、伝統を引き継ぐ。また、支えてくれた感謝を伝える。１、

２年生は３年生の大切にしてきた想いを知るとともに、学校

をリードしてきた３年生への感謝や伝統を引き継いでいく

決意を３年生へ伝える」ことをねらいとして行い、会の中で

は、準備してきた原稿を読むのではなく、それぞれが自分の

想いを自分の言葉で精一杯伝える姿がありました。仲間がい

たからこそ自分を変えることができた、仲間の支えがあった

からこそ乗り越えることができた等、仲

間の存在の大きさを語る姿が多くの場

面でありました。学校で学ぶことの意義

を感じる集会になりました。 

 

２月 22 日（水）に「６年生を送る会」を行いました。前

半は縦割り班ごとに教室に集まって、「思い出のスライドシ

ョー」や１～３年生からの「感謝を伝える動画」をオンライ

ンで見ました。その後に、全校で歌をうたったり、メッセー

ジカードを渡したり、４年生から花のプレゼントを贈ったり

しました。６年生は動画でオリジナル劇を披露してくれまし

た。最後にグラウンドで縦割り班ごとに遊んで、楽しい思い

出を作りました。 

６年生は「全校にお祝いしてもらえてうれしかった。」な

どの感想を話していました。中心になって会を運営した５年

生は「いよいよ自分たちが最高学年にな

るんだと思った。」と話していました。 

全校で協力して６年生の卒業をお祝

いする機会になりました。 

 
コロナ感染予防対策を取りながら、今年度最後の参観日を

行なうことができました。０・１歳児クラスでは日常行って

いる朝の会を、教室の外から覗いてもらう隠れ参観をしまし

た。実際に園での姿を見ることで、話を聞くだけでは分から

なかったことを、分かってもらうことができました。 

他のクラスはそれぞれに親子で制作をしました。自分でで

きるところは自分で、難しいところは手伝ってもらい、親子

で楽しく制作しました。集団で活動する姿を見て、この１年

間の成長を感じてもらうことができました。 

来年度は川上保育園と統合し、やさかこども園としてス

タートします。坂下、川上の子ども

たちの健やかな育ちを願い、これ

からも地域に根差し、活動してい

きたいです。 

日 曜日 行事名 時 間 場 所 

05 水 臨時区長会 13:30～ 坂下総合事務所第２庁舎 

06 木 
やさかこども園 入園式 10:00～00:00 坂下保育園 

いきいき元気教室 13:00～14:30 坂下公民館 

07 金 小・中学校 始業式   

08 土 坂下高校始業式・入学式  坂下高校 

10 月 
小学校入学式 14:00～ 坂下小学校 

中学校入学式 9:00～ 坂下中学校 

12 水 区長･自治会長合同会議（予定） 19:00～ 坂下公民館多目的ホール 

19 水 行政・人権相談 13:00～15:00 坂下総合事務所第２庁舎 

26 水 定例区長会 13:30～ 坂下総合事務所第２庁舎 

27 木 やさか地区農業委員会・農地相談 09:30～10:00 坂下総合事務所 

  
 

 
人口と世帯数 

（令和５年３月１日現在） 

人 口 
４，１４１人(前月比 ７人減) 

男 ２，００５人 、女 ２，１３６人 

世帯数 １，６６８世帯(前月比 １世帯減) 
 

 
ごみの収集日 

燃 え る ご み 毎週 月・木曜日 

燃えないごみ ４月 0 5 日㈬ 

資源・硬質ごみ ４月 1 2 日㈬ 

大 型 ご み ４月 1 4 日㈮ 

有 害 ご み ４月 2 6 日㈬ 
 

 

《４月の主な行事》

慶弔のお知らせ 
２月 11 日から３月 10 日の 
坂下総合事務所への届出分 
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４月は統一地方選挙 

「大切な１票を無駄にしないよう、投票に出かけましょう！」 
 

❑県議会議員選挙 ４月９日（日）       〇市議会議員選挙 ４月 23 日（日） 
           

【投票時間】 午前７時～午後６時まで 

【投票場所】 

 

 

 

 

 

※入場券に記載された投票所でのみ投票することができます。 

 
「投票日当日に投票できない方は、期日前投票をしておきましょう。」 

 

期日前投票 
 

❑県議会議員選挙 

【投票期間】 ４月３日（月）～４月８日（土） 午前８時 30 分～午後８時 00 分 

【投票場所】 坂下総合事務所本庁舎 
 

〇市議会議員選挙 

【投票期間】 ４月 17 日（月）～４月 22 日（土） 午前８時 30 分～午後８時 00 分 

【投票場所】 坂下総合事務所本庁舎 

 

※投票日当日と異なり、期日前投票所開設期間内であれば、市内のどの期日前投票所でも投票することができます。

 

「広報やさか」ってどんなものですか？・・・ 

  
１.平成 28 年１月から、やさか地区（山口・坂下・

川上）のまちづくり協議会と区長会で設立した

広報やさか運営委員会により、無線による地域

通信の放送を行っています。 

 

２.加入すると、家の中で次の各種情報を聞くこ

とができます。（市の防災無線情報も流れま

す。） 

・災害情報、防災、防犯、クマの出没情報や地域 

の催事など。 

・市や学校、坂下診療所、地域の公共団体などか 

らのお知らせ。 

・訃報（おくやみ、葬儀のお知らせ）。 

※戸別受信機には録音、再生機能があります。 

 

３.加入するには機器の購入費用を負担していた

だきます。 

・新品受信機価格 36,000 円（お取り寄せ） 

・中古受信機価格  8,000 円（在庫に限りあり） 

※他に年間運営管理費が別途 1,000 円必要です。 

 

■問い合わせ 

広報やさか運営委員会 ℡ 75-4444 

坂下総合事務所 ℡ 75-2111 

 

2023 年(令和５年)４月１日 

広報やさか（地域情報無線）加入のご案内 

～無線のちからで地域をつなぐ～ 

▶
戸

別

受

信

機 

町 組 投 票 区 → 坂下総合事務所本庁舎 

線 路 東 投 票 区 → 健康福祉会館 あおぞら 

下 組 投 票 区 → 高部１公会堂 

合 郷 投 票 区 → 福祉センターさくら苑 

上 野 投 票 区 → 上野地区集会場 



 

 

   

 

 

 

 

 

敬称略 

区 氏 名 自治会 備 考 

１区 松田  学 新 町 ３年目 

２区 弓谷 則幸 駅 前 新 任 

３区 野村 和正 上鐘１ ３年目 

４区 伊藤 泰博 松源地 新 任 

５区 上平  研 島平２ 新 任 

６区 松井 伸夫 新 田 ３年目 

７区 古谷 慎吾 握 ２年目 

８区 安江 傳二 上 外 新 任 

９区 鎌田 則之 赤 田 ２年目 

10 区 糸魚川 信二 上 野 ３年目 

 

令和５年 3 月 31 日をもちまして、小児科医師が退職

いたしましたので、小児科を終了いたします。 

 大変ご迷惑をおかけいたしますが、何卒よろしくお

願いいたします。 

 

問 国保坂下診療所 TEL 0573-75-3118 

坂下地区区長会では、令和５年度から新たに２区、

４区、８区長が任期満了により改選となり選出され、

５区は任期中での交代となりました。各区長の皆様

には地域と市とのパイプ役としてご尽力いただくこ

とになりますのでよろしくお願いいたします。 

 

令和５年度坂下地区区長会各区長のご紹介 

国保坂下診療所からのお知らせ 
 

狂犬病予防接種のお知らせ 
生後 91 日以上の犬は年 1 回の狂犬病予防注射が義

務づけられています。 

坂下・川上地区の狂犬病予防注射は４月 13 日（木）と

４月 14 日（金）に実施されます。詳細は、「広報なかつが

わ４月号」をご覧ください。 

日時 場所

新田公会堂 10:25 ～ 10:40

松源地1-2消防詰所 10:50 ～ 11:00

坂下公民館 11:10 ～ 11:20

坂下総合事務所 11:30 ～ 11:50

坂下総合体育館 12:55 ～ 13:05

かわうえ休養村センター 13:20 ～ 13:30

紙屋公園 13:40 ～ 13:50

上野中部公会堂（宮の洞） 12:40 ～ 12:50

中外公会堂 13:05 ～ 13:15

高部一公会堂 13:25 ～ 13:40

4月１３日

（木）

4月１４日

（金）

時間

※犬を新たに飼った場合や、犬が死亡した場合は手続き

が必要です。 

詳しくは 

中津川市役所健康医療課  TEL 0573-66-1111 

または、福岡総合事務所事務所 TEL  0573-72-2111  

までお問い合わせください。 

坂下公民館では毎月１回おはなしの会を開催して

います。絵本の読み聞かせや手遊び、簡単な工作など

を楽しむ会です。普段は平日午前中の開催ですが、小

学校・保育園などに通う子どもたちにも参加してもら

えるよう、令和４年度には年に２回土曜日に開催しま

した。 

 ２月 25 日（土）のおはなしの会では、幼児から小

学生までの親子 10 組 24 人が参加し、季節の絵本など

を楽しみました。工作ではペットボトルやマヨネーズ

容器の口に、顔を書いた風船をはめて、容器を押すと

顔の風船が膨らむおもちゃを作って遊びました。 

 令和５年度も開催予定です。広報無線や市の子育て

マイページでもお知らせしますので、お誘い合って遊

びに来てください。 

 

おはなしの会に遊びに来てね！ 

坂下ゆうゆう倶楽部「木箱コンポスト作り」 

２月 22 日（水）坂下公民館で、「木箱コンポスト作り」の講座を行いました。令和２年度より、市と区長会

連合会が脱炭素社会に向けた取組を始めており、この講座も坂下区長会とのタイアップでの開催。区長のみな

さんの参加もありました。 

 環境政策課の職員から中津川市のごみの現状について説明があり、以前と比べると減少傾向だが中津川市 

は県内でもごみが多い、そのごみを処理する費用や、処理施設の改修にも莫大な費用が必要になっていると 

いうことでした。ごみ減量の取組のひとつとして、生

ごみを分解できるコンポストの使用があげられます。 

当日組み立てたコンポストは県産材でできた作りや

すい組立キットになっており、参加者は講師などから

教わりながら作りあげることができました。今後モニ

ターとしてコンポストを使用し、生ごみの分解の様子

などの調査に協力いただくことになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

  

 

１6 日  
毎月第３日曜日は「家庭の日」 中津川市青少年健全育成推進市民会議 

・本となかよし おともだち 

川上の白山町から小野沢を経て田瀬神社までの道筋は、道標に

は「ひだみち(飛騨街道)」とあるが「すぐじ」と愛称されている。

阿寺断層に沿い直線的な道筋であることから、そのように呼ばれ

てきたのでしょう。今は白山町から車道を駆け上り左へ大きくカ

ーブするところで右の脇道にはいれば「すぐじ」です。すぐじの峠

に向かって、これを道なりに 300 メートル程進むと「くつかけの

湯」の看板が見られます。もう少し登ると右手に十一面観音の古い

石仏が行き来をする人を見つめていて、峠となり田瀬へ下ってい

ます。「すぐじ」は古い街道であることが分かります。私の推測で

すが、十一面観音、白山神社、ひだみち等を結びつけると白山信仰

の道でもあったと思われます。時が経ち明治 42 年に中央線坂下駅

が開かれると、飛騨から塩尻に向かう女工たちが行き来し大変に

にぎやかであったと、道筋に住まわれていた古老から聞いたこと

があります。 

 「鷹ノ湯、鹿の湯、沓掛の湯」についての昔話に、筋を戻そう。

くつかけの湯屋は看板の右手に入ったところにあり、右奥には山

塊が迫っています。湯屋の湯は沸かしで、冷泉を十一面観音石像下

方の小さい沢の奥、湯元より数百ｍのパイプで引き込んで使って

います。湯ノ花でパイプが詰まり取り除くのに苦労をしてみえる

そうです。その沢の下方奥に鹿峰山の頭が見られます。川上の奥か

ら続いた山塊で、その昔苗木の殿様の狩り場になっていたそうで

す。鹿が川上側から田瀬へ山を通り移動するので鹿峰山と呼ばれ

たと、1971 年に坂中文芸部が作った部誌「鷹ノ湯」に記されます。 

むかし、ある秋のこと、殿様は家来を連れ狩りにやってきまし

た。鷹や鹿を追い成果がないまま休憩しました。家来が駆けつけ鹿

が一頭居ることを知らせました。鹿に近づき観察すると、足を水た

まりに入れじっとしていました。さらに窺っていると鹿は足から

血を流しながらも山中へ跳ねていきました。殿様はその水たまり

に近づき、のぞき込むと湧き出るものがありました。この湧き水は

薬湯に違いないと家来に命じ持ち帰り、お風呂にしたということ

です。これが湯元「鹿の湯」の始まりと「ふるさと坂下 鹿の湯」

（鎌田宮雄著）にあります。「鷹の湯」（坂中文芸部編）では、鷹が

傷んだ足を治療したとしています。 

いずれにせよ、その湯元の冷泉には薬効があり現在も使われて

います。湯屋までパイプで冷泉を引き込まれ、わかし湯にし「くつ

かけの湯」として提供しておられます。湯屋を訪問しお話を聞いて

きました。以前は「すぐじの湯」といっていたそうです。愛称「す

ぐじ」の道筋に「くつかけ」という場所がないかとたずねてみまし

た。湯屋より上方に字「くつかけ」がありました。そこはちょっと

した平地で大木があり、やはり旅人が履き物を替え休憩した所の

ようです。傷んだ履き物を大木に掛け、旅の安全を願ったのでしょ

う。日本のあちこちに「沓掛（くつかけ）」地名が残っています。

湯屋の主は、常連のお客さんもあり「くつかけの湯」をなんとして

も守って行きたいと力を込めていわれました。 

郷土文化財保存会員 
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＜上野の昔ばなし２ 鷹の湯、鹿の湯、沓掛の湯＞

郷土文化財紹介 
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